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貯蔵性のある水産食品の勢濃に関する研究－Ⅱ

電子線照射ポリエチレンによる

水産食品の包装及び貯蔵

緒　　　　　　言
辻　本　敏　雄

前朝1）で打塩化どこ1テデ／フイルム打よる包装及び貯蔵卦算灯ついで検討した。本朝で虹高圧済ポ＝ェ

チレソ打高エネルギーの電子線を照射した耐熱性にすぐれ，取扱も簡単をフイルム奔入手したので，太フ

イルムの特性を剰挿しで包装打よる7k声加工品の貯謬性及び包材勅果灯ついて試幹を宴施し．た。

央　　　　　験

1　7イノレム

使用したフイルムた高圧汝ポllエチレソに高ユズルギー常子線を照射した厚さ，0▲D5，口．07，

D．08，0．1m　折巾1占0×220¶卯のチューブを使用し．対席としで同じ厚さ，折巾の高圧法ポ】1ェ

チレソを使用した。

2　フイルムの耐熱弾膠及び特性

チューブの中打液体及び固体票は液体と固体を封入して，湿勲あるいは乾熱加熱してフイルムの耐封強

届＝及び性質に及ぼす影彰灯ついて調べた。

5　フイルムのピソホール

ピソホールの確認は，29‘の乾燥ク11スタルヴァイオレット〔（CH8），NC6H4〕8　CClを混

合した乾燥白砂糖を供試フイルムのチューブ打詰め，真空ノ（ツク筑　水中灯浸潰しで水の透過打よわ

着色することによっで判定した。

4　傲　生　物

供細菌はEsebericha eoli（大腸菌）．MiemeOeCuS（StreptoCC＝EeuS）（詳鎖球

菌）を使用した。培着基打は普通寒天培地を用い，斜面打24時間培蕃した菌体を普通7㌧イヨソ灯移し．

液体培孝を行った。

5　フイルムの細菌の透過性

ピソホールの確諺試野を行ったケーシソク甘709‘7ルこコール溶液中灯180分溌潰し．無菌箱で滅菌

普通ブイヨソを注入封絃したもの，前回梼打滅菌普通ブイヨソを注入真空封椒後こかを95C40分間あ

て5日間隙齢疲菌を行った。このケーシソクを，菌体を効等懸濁lた普通ブイヨソの入ったガ弓スパット

中好投潰して善をし　憧憬器中で9d時静穏春を行いケーシソク中の普通ブイヨソの繁殖状況を調べた。

d　水産加工品の包装打上る貯祓性

水産加工品を包装して加熱殺菌した場合の貯蔵効果を調べた。講師灯便声した水葬加工品は宰験室で製
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遷したもので，その種翫サソマ・イカ調味晶及びサソワ塩乾晶である。

頭部を切断し，5枚用いで中執内臓を除去して水水切　砂糖500g，食塩dOダ・百合燐

錮（ト＝ポー－楯ソーダ，ビロ賦ノーター＋d：4）4タ，さノ・ク酸ソーダ2をを杵混合Lrた調

味料を，細水切線のサソマ肉2紬灯せぷレミット輔20時階漬込後・晴天で半日天日乾燥してか

ら雷気焼炉で靡目の付く春野に培焼した。

スルメ製芹の場合と同様紺野後■水洗4【5－50C哨湯中で棚絆しながら自己消化灯よる剣皮

を行lハ，乾鼠調味及び焙如サソウ調味品同様に行った0

サソヮを常抑工帽開きとし，洗瓶7膵静1占鞘の食壕7k抑14時間漬込み・天日打半日乾

燥した。

望幹紆黒瀬び考察

1フイルムの耐熱弾鮮及び準性

育旺桝日工チレソ打常子断照射したフイルム（以下イラックスと称す）打2nUC90珊加熱

しても線状構造の流抑よる分子脚間隔の広が柏認められをい0これは湿軌範熱の加熱方法・フ

ィルムの厚子澱び内容那よふ影艶の差異も殆んど諦められなかった○これは常子酢照脚よる線状

構芹の分子間灯架樺腱合が行われ細韓構抑変ったこと灯よるものと老え細る8又イラックスは分子

韓葦が綿状膵造忙変ったこと灯よ帽圧法ポ1－エチレソの浴融点以上に加熱されでも浴掛すること左く

透明豚灯も影掛つ分かった0冥軟化点以上打加熱すると内容物以外の余白部分は総て敵着して全面ヒー

対照の高圧法ポー】エチレソでは分子鰐道の鰍間隔け加楯脚上郡伴って広くなれ95C前後

で分子間㈹隙を生じ，105C前後灯はその間際虹肉眼で認められる8（区）電気絶縁抵抗性打つ

表1　フイルムのピソホ‾ル

フ　 イ　　 ル　 ム 試診瀞
ピソホー

ル　 教

残存数

押　　　　 野 厚　 さ

ィ　 ぅ　 ッ ク　 ス　　 U・O b　 l U U　　　 b　　 y ∠

口．□7 ′ S 9 7

9 50．0 8 ■ 5

0．1 占 9 4

烹圧淳ポ 1】エチレソ 0 0 5 5 5 6 7

0．0 7 ′ 2 7 7 5

8．0 8 ■ 2 4 7 8

1　　 口＿1 　　 ■
l

2 D 8 0

ー7　2－

いでも略同様の傾向を示して1ハ

る（図2）分子構造の流動はフ

イルムの厚さ打は関係が希いも

のの如くで，湿熟加熱は乾熱加

熱に比して僅かであるが耐熱温

厚虹高くなる。ケーシソクに充

填する内容物打よる耐熱強匿は

固体より液体記充塀した方が板

状構造の破壊される温厚は上昇

する。
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図1熱可野性樹脂の耐熱性　　図2　イ巧ツクスフイルムの電極絶縁抵抗

2）フイルムのピソホール

ピソホールは第1表のよう打，高圧法ポ日工チレ、／に多く・厚さの薄いもの程大きくをる0イラック

スでは厚さの薄いものに見られ，発生率は前者に較べて低いカ；，商業自解は間膠が残ると堵えられるが

自己融着性打よる内容物以外の余白部分がシールされることからピソホール率は低く怒る。

5）フイルムの細菌の透過性

ピソホールの確認試験を行ったフイルム打ついて細菌の透過性を調べた0菌体を懸念した培地中打ケ

ーシ、／クを浸潰しで98時間後にケーシソグ内のブイヨソの細菌の繁殖の有無を見た0その結果は高圧

法ポtlェテレソの0・05耶灯比厳的多く，0・07，0・1m及びイラックス0・05†脚灯細菌の発生を見た0

表　2　細菌懸濁培地中に浸潰したケーシソクの繁殖状況

フ　　 イ　　 ル　　 ム

ピ 、万ホ ＿ル i ピ、／ホ ール 1 繁 殖 を示 した －　 繁 殖 を 示 し∴た　す

嘩　 類 ■

1 ラ ッ ク ス

厚 さ

口．0 5

ロ 数 そ　 し－の 数 ケ　ー シ ソ グ ケ 一・と ソクの ％

1 0 0 8 9 2 1 8 1 ヱ4

0．0 7 〝 5 9 7 1 1 1 1．5

0．0 8 〝 5 9 5 1 2 1 2 8

0．1 〝 d 9 4　　　　　　　 7 7 4

高圧法 ポ 11 エテ レ ソ 0．0 5 〝 5 5 8 7　　　　　 5 9 5 鼠1
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フ　　 イ　　　 ル　　 ム
ぎ 関 数

ピ ㌧／ホ ー ル ピ ／ヽホ 一・ル 繁 殖 を 示 し た 繁 殖 を 示 し た

裸　　　　　 好 厚 さ 教 を　 し の 数 ケ ー シ ソ ク ケ ー シ ッ ク の 9‘

は0 7 1 0 0 フ 7 7 5 4 4 d O＿2

0．0 8 2 4 7 8 5 1 4 0．8

0 1 ■ 2 0 1　　 8 0 1　　 5 4 4 2 ．5

4）水産加工品の包装打上る貯静効果

安静挙で製造したサソワ．イカ評床晶及び塩乾品をケーシソグ打話的夏空封線徴95rd0仇

95r4口早5日隙間即煮沸常菌lたもの，112rdO分オートクレーブ高圧（堅気凪　2気圧）

殺菌を行い，57rで14日階連挿しでケーシックの外から静察し，その訝行6ケ月室淋打放階1た

紆屡け表5，4．5のとおわである凸

高圧活がl】エチレソ打各評絆欝とも打貯謬静8｝9日折はガスの発生又は汲声色乃至徴紅色の班．点

が発生し，屏敗が訝められた。

イニックスフイルム打弄堺．包装LT，112rld0分及び95r4ロ分5日間尉跡殺菌！た各許

隣群打占ヶ月衝けおいでもケーシソグ打‾充鱒した内容物け無菌であった。95C60分か熟した試診

野付57C14日際折忙腐敗は計められをかつたが．8ケ月の貯彦灯耐える訝除君は方かつた。この

結果かL95rd口分の君沸封菌で打長即階の貯辞打耐えふ包装食品か得ること付置歎であると考え

l■、丁’三、（

各許除郡の紆昇かh高圧法ポIlェテレソフイルムは細菌を透過するものの如くである。これは闇値

の透過性折ついでの詳静紆界と同じであわ，フイルムの耐熱強鮮試野の結果．分子構造の破壊が始ま

る酷評とも略一致する。
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葬・5　　　包夢サソワ調味晶の貯師効果

絆 ‡

群

．瓜

許静 】

個

豹

作　　　 用　　　 方　　 法 貯　　　 肩　　　 日　　　 掛 8 ケ 月貯

イ許　　　 碧
－シ′ソ

1厚 子

ケーシ、イクか）

種 類

殺 菌 手法 及 び

荘日野 ・結 閤
1 つ 5 4 5 d 7 8 9 10 1 1 1 2 15 14

残

存

酎

酵

素

ケーシソク

芸竺 園芸

1 5 ［0 5 イ ラッ クス
商況 ・加圧

1 1 2 71 6 0幕 1 P 4 4 － P H ・ビ、／ホーリレ

R ・‥ 腐敗 G ト・ガ

S ‥ ・班 点

1

2 ′ n D 7 5 －

5 l 0 0 8 5 －

4 ′ 0．1 5
－

5 n′0 5
菅 ぎ㌍ 日盟

5 －

占 ■ 8＿0 7 5 －

7 ● ロ．0 8 5
－

8 ● 0．1 5 －

9 ′ n O 5
高圧法

がりエチレン′ 1 P 1 R －S 1 R －、 1 R 」ニ 1 ロ

■1∩ ■ 0．ロ7
1P　4ノろ

2 R －S 1 R －L 1 0

1 1 ■ 0 0 8 2 R －G 1 R ．ユ 2 □

1フ ′ 0 1 ロ

1 5 n D 5 イ ラ ッ クス
菅 5 r 滞d O呑

口

1 4 ′ 0．0 7 0

1 5 ▼ 0．0 8 1 P 4 D

1 8 ● 口．1 0

1 7 ′ 0．ロ5
1啓上土活

ホ11エチレソ 1 R －G R －G 1 1 0

1 R ′ 口．0 7 1 R －S
‡∵

2 R －G 1 0

1 9 ′ 0．0 8 1 11．－（ 2 R 2 □

ワn ′ 1 0．1
r 1 R －G 2 R 2 0

Note o上段IJ閻故実はその他の原酎打より貯蔵効果を失ったもの　　下段は残存個数を示す　分母k計斡個数を示した。
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Table　4　　　そり装イカ評床品の貯廊効果

当

許＿．ln

訊 呵

個断

作　　 用　　 方　　 法 貯　　　　 蘭‾　　　　 日　　　　 数 8 ケ月貯跡

併　　 薯ケーシソク

の 厚 子

ケーシハノグ

の 稗 炸

殺虫‾方法及び

湛厨　 暗闇
1 2 5 4 5 d 7 8 9 1 口 1 1 1 2 1 5 1 4 葬有朋 声存

ケーシソク中・

珊 師 無

1 5 口0 5 イちツク．ス
高 温 ・加圧

1 1 2 こ1 8 0分
5

ー
P ‥・ビンホーノ

R ・・・腐敗

G ・‥ ガス

S ・‥ 班点

2 ′ 口0 7 5
－

5 ■ 口1 5 －

4 ◆ 0．0 5
軒 恥 日 用 瞞㈲

9 5 r　 4 口分
5 4 －

5 ′ 0．口7 5 －

d 0．1 5
－

7 ′ 口0 5
吉圧済

ポIIェキーレソ
2】モーG R －G

1 R

0 0 ＋

8 ■ 0 口7 R －G 1 R －S 1 R J G 1 ロ

9 ′ 0．1 R ＿G 2 R －G 1 0

1 □ ′ 口0 5 イこキックス

寮 彿

9 5 r　 d D幕
0

1 1 ■ 0 0 7 0

1 2 ′ 0．1 D

1 5 0．0 5
高圧洋二

が11エテレソ
2 R －S 5 R －S D

1 4 ∫ ［口7 1 －R G 2 R －S 2 ロ

1 5 n l
！

】
】 1 R －S 2 R －S

1 R －S　 l 0

・
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■
＼
・
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表　5　　　包装サソワ鯨下品の貯紆効果

拝
謝
弾
幕
‥
環
沖
序
8
計
か
浄
蹄
妙
計
8
購
掛
声
霊
ヰ
か
習
抽
1
日

許 可

鮮 血

l
訝 紛 l 作　　 間　　 方　　 法 貯　　　 藤　　　 日　　　 数 占　ヶ 月 貯 扉

俸　　 老

個酌
ケ ーシソクモ∩

厚　 さ

ケーシ【／クか

稗　 粁

殺 菌 方 法 及 び

潜 肝　 時 間

1 2 5 4 5 d 7 8 9 1D 1 1 1 2 1 5 1 4 ′1存 折 布 教
ケーシソク中 の l

細 菌 の 有僻

1 5 ロ．0 5 イ 与 ツ ク ス
高 湿 高 旺

1 1 2 r l 6 0 分
1 P 4 4 －

2 ′ 0．0 7 5 －

5 ′ 0 0 5
煮 沸 才 月 幣偏 噸

9 5 r　 4 0
5 －

4 ■ □＿0 7 5 －

5 ′ D＿0 5
高 圧 法

ホ■lIェテレソ
1 P 2 R G L 1 R G S 1 □

占 ■

l　 0．0 7
1 R （ユS 2 R 2 ロ

7 ′ ［0 5 イ ろ ツ クス
煮 沸

9 5 γ「 d C 令
0

8 ′ 　 D ［7
l

1 P 4 D

9 ■ †1 0 5
烹 汗 法

ホ Ilエチレ ソ
1 P

l

1 2 R G S 2 R G 0 D

1 ロ
l l

［0 7 1
l
l

l

2 R G 1 R
1 R 」〇日

　 0
l
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5）包装灯よる包腹掛果

イ弓ツクスフイルムけ耐熱性は惑いが，ヒートシール性は良く．普通のヒートシールで封級は容易

打行うこ上ができ，ヒート亡／－ルの歩留及び作業挫けポl】ェチレソ打＿比し殆んど変仁をし1。

軟化点以上で上下フイルムが密着する性凰　即ち自己尉着性打エわ内容物以外の余白都子が顧着す

ふ。こク、佐官は液汁や脂質の多い水葬加工食品を包装するとき有刺で，真空包装後時間ク「経過に伴い

液汁実行胆管が余白部分打所か出で外額をそこねえことh方い。又加熱打よる透胡性打変化がをく，

加熱殺菌打よわ桝静灯影堅計受けることもをい。

7陪 果

啓子紆照射ポ1】ェチレソフイルムの水辞加工食品の包夢方び貯許効果打つしへで試辞した。

1　イ与ツクスフイルム打2ロロrの加劉〝耐えることができる。

2　細菌の透i慣性瀕び水産卸丁食品の貯辞許幹の紆界から，イ弓ツクスフイルムね細菌を透過すること貴

く，臼装殺菌窟適切打行うこと灯よわ，6ケ月以上の長期貯厨灯耐えることができる。
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1）　出二本．竹浦；　蒙水詳報告（1958）
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